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硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
程
】 

 

 
 

６
月
15
日
（火
）
午
後
９
時 

父
島
発 

 
 
 
 

16
日
（水
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

17
日
（木
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

18
日
（金
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
、
必

ず
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（父
島
〜
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
15
日
午
前
９
時
30

分
母
島
発
の
は
は
じ
ま
丸
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
18

日
の
帰
り
の
便 

 

は
、
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生 

以
上
の
方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自

ら
の
健
康
管
理
が
で
き
る
方
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島

事
業
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
で
、
な
お
か
つ

村
で
の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
６
日
（木
）〜
14
日
（金
） 

【
申
込
窓
口
】
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
費
用
】
３
万
円
（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
送
付
す
る
納
付
書
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 
 

今
年
も
「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
26
日
（土
）午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
募
集
》 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

《
夜
店
募
集
》 

飲
食
、
物
販
な
ど
来
場
者
の
た
め
の
出
店
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】
５
月
25
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

《
夜
店
》 

 
 
 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

福
本 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

 

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
助
産
師 

１
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
助
産
師
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

【
選
考
の
方
法
等
】
口
述
試
験 

【
試
験
日
時
】
７
月
上
旬 

※
申
し
込
み
後
、
随
時
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。 

【
会
場
】
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は 

 
 
 
 

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所 

【
申
込
用
紙
の
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係 

【
申
込
締
切
】
６
月
21
日
（月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介 

 

３
月
の
第
１
回
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
教
育
委

員
３
名
の
就
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま 

た
、
４
月
28
日
に
は
教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委

員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。 

こ
れ
で
、
小
笠
原
村
の
教
育
委
員
は
教
育
長
を
含

め
、
４
名
と
な
り
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要

施
策
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
思
を
決
定
す
る
合
議

制
の
機
関
で
す
。 

教
育
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
委
員
長
】 

 
 

菊
池 

歌
子
（父
島
） 

【
職
務
代
理
者
】 

佐
藤 

洋
美
（母
島
） 

 

【
委
員
】 

 
 

 

上
床 

 

（父
島
） 

 

※
任
期
は
、
平
成
26
年
４
月
27
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
7 

 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会 

委
員
選
挙
の
結
果 

  

４
月
18
日
執
行
の
小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
は
、
次
の
方
が
無
投
票
に
よ
り
当
選
と
な
り
ま

し
た
。 

【
当
選
人
】 

 
 

早
川 

保 
 
 

藤
谷 

明
憲 

 

小
松 

武
人 

 
 

比
企 

理
史 

 

田
代 

美
穗 

 

笹
本 

好
幸 

 
 

宮
﨑 

良
二 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/27現在 

父島 

100/100 

母島 

95.6/100 

 

3 月気象状況   （父島） 

最高気温   26.1℃ 

最低気温   14.1℃ 

平均気温   20.5℃ 

平均湿度   79％ 

月降水量   98.5mm 

住民基本台帳登録者数（4/1）  
 

 

             2,417人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      1,984人   433人 
 

 

 

  世帯      1,066    228 

ＮＯ．５６８ 

平成 22 年(2010) 

５/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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国
民
健
康
保
険
税 

 
平
成
22
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方

法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
主
な
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

◎
保
険
税
の
課
税
率
・
額
の
変
更
お
よ
び
賦
課
限
額

の
引
き
上
げ 

平
成
22
年
度
の
課
税
か
ら
資
産
割
の
税
率
を
下

げ
、
均
等
割
額
を
増
額
す
る
事
に
よ
り
資
産
割
賦
課

対
象
世
帯
と
、
そ
う
で
な
い
世
帯
と
の
均
衡
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
個
々
の
世
帯
の
税
額
に
変
動
は

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
に
あ
た
り
、
小
笠
原
村

全
体
の
課
税
額
自
体
は
変
え
な
い
よ
う
に
税
率
等
を

設
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
保
険
給
付
額
の
増
減
、
社

会
情
勢
等
を
ふ
ま
え
、
適
正
な
税
率
と
な
る
よ
う
見

直
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
制
度
を
安
定
的
に
維
持
し
て
い
く

た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

                    

◎
保
険
税
の
軽
減
割
合
の
拡
大 

 

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
や
中
間
所

得
世
帯
を
対
象
に
、
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
額
が
一
定
の
所

得
よ
り
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
小
笠
原
村
で
は
一
定

額
以
下
の
場
合
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
６

割
ま
た
は
４
割
を
軽
減
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
度
か
ら
は
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
と
し
ま
す
。 

 

◎
軽
減
対
象
所
得
の
要
件 

 

【
７
割
軽
減
】
世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
金
額 

が
33
万
円
以
下
の
世
帯 

【
５
割
軽
減
】
合
計
所
得
金
額
が
33
万
円
＋
（世
帯

主
を
除
く
加
入
者
数
×
24
万
５
千
円
）以
下
の

世
帯 

【
２
割
軽
減
】
前
年
所
得
は
５
割
軽
減
の
額
を
超
え

る
が
、
被
保
険
者
１
人
に
つ
き
35
万
円
を
控
除

し
た
額
が
33
万
円
を
超
え
な
い
世
帯 

                     

◎
所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に 

 

軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま
せ
て
い

る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
も
未
申
告
者
が
い

る
と
軽
減
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収

入
が
な
い
方
で
も
住
民
税
の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

（
保
険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
） 

 

◎
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減 

 

平
成
22
年
４
月
か
ら
非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
、 

① 

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド 

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32
の
方
） 

② 

雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
23
、

33
、
34
の
方
） 

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方
で
す
。 

※
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
は
、

右
記
の
離
職
コ
ー
ド
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
外

で
す
。 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」
と
、

高
年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

 

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
度
、
減
免
申
請
さ
れ
た
方
も
、
再
度

申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
軽
自
動
車
の
減
免
基
準
】 

①
身
体
や
精
神
に
障
害
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な

方
で
次
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
（ま

た
は
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
）が
所

有
す
る
車
両 

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
、
普
通
自
動
車

も
含
め
て
１
台
に
限
り
ま
す
。 

○
身
体
障
害
者
手
帳 

 
 
 

※
障
害
者
の
等
級
は
、
次
の
と
お
り 

                    

○
愛
の
手
帳
（療
育
手
帳
） 

総
合
判
定
が
１
度
か
ら
３
度 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
精
神
通
院
医

療
に
係
る
自
立
支
援
医
療
費
受
給
者
に
限

り
ま
す
） 

肝
臓
の
機
能
障
害 

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
害 

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、

直
腸
ま
た
は
小
腸
の
機
能
障
害 

乳
幼
児
期
以
前

の
非
進
行
性
の

脳
病
変
に
よ
る

運
動
機
能
障
害 

体
幹
不
自
由 

下
肢
不
自
由 

上
肢
不
自
由 

音
声
機
能
障
害 

平
衡
機
能
障
害 

聴

覚

障

害 

視

覚

障

害 

障
害
の
区
分 移

動
機
能 

上
肢
機
能 

１
級
か
ら
４
級 

１
級
か
ら
３
級 

１
級
・
３
級
・
４
級 

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

１
級
か
ら
３
級
お
よ
び
５
級 

１
級
か
ら
６
級 

１
級
・
２
級 

３
級 

（喉
頭
摘
出
に
よ
る
音
声
機
能
障 

害
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
） 

３
級
・
５
級 

２
級
・
３
級 

１
級
か
ら
３
級 

お
よ
び
４
級
の
１ 

障
害
の
等
級 

 

  
所得割 

税率 

資産割 

税率 

被保険者 

均等割税額 

世帯別平等割税額 

（特定世帯平等割額） 
賦課限度額 

医療保険分 4.5％ 50％ 5,800円 12,600円（6,300円） 47万円 

高齢者 

支援金分 
1.1％ 20％ 6,400円 5,000円（2,500円） 12万円 

介護保険分 

(40歳～65歳) 
0.42％ 11％ 5,800円 3,200円（3,200円） 9万円 

 

国民健康保険税の税率等 

  
所得割 

税率 

資産割 

税率 

被保険者 

均等割税額 

世帯別平等割税額 

（特定世帯平等割額） 
賦課限度額 

医療保険分 4.5％ 35％ 7,800円 12,600円（6,300円） 50万円 

高齢者 

支援金分 
1.1％ 15％ 6,400円 5,000円（2,500円） 13万円 

介護保険分 

(40歳～65歳) 
0.42％ 11％ 5,800円 3,200円（3,200円） 9万円 

 

【これまで】 

 

【平成 22年度から】 

 

※それぞれの税率・税額により算定された額の合計が国民健康保険税となります。 

ただし、計算の結果賦課限度額を超える場合は、賦課限度額が税額となります。 

 

所得割額＝加入者全員の所得〔基礎控除（３３万円）後の総所得金額等〕×所得割税率 

資産割額＝小笠原村に納付する固定資産税額（土地・家屋に係る部分）×資産割税率 

均等割額＝国保加入者数×均等割税額 

平等割額＝１世帯ごとの課税額 
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障
害
等
級
が
１
級 

○
戦
傷
病
者
手
帳 

 
 
 
 

該
当
す
る
障
害
等
級
は
別
に
定
め
る
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

②
身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
構
造
変
更

の
な
さ
れ
た
車
両 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

③
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
車
両 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
所
有
し
、
専
ら
当

該
法
人
の
非
営
利
事
業
に
供
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
村
長
が
認
め
る
も

の 

○
社
会
福
祉
法
人
が
自
ら
所
有
し
、
専
ら
当
該

法
人
の
本
来
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
な
ど 

 

④
生
活
保
護
受
給
者
が
所
有
す
る
車
両
、
ま
た
は

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
車
両 

【
申
請
期
限
】 

 
 

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
前
７
日
ま
で 

 
 

（今
年
度
は
５
月
24
日
（月
）ま
で
） 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】 

 
 

申
請
者
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
村
役
場
に
ご
確
認
の

う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

軽
自
動
車
税
と
そ
の
納
付
期
限 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課
期

日
）現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
（原
動
機
付
自
転
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

平
成
22
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
５
月

31
日
（月
）で
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
11
日
（火
）

に
発
送
の
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

 
 ◎

情
報
公
開
制
度 

 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も 

に
、
村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
21
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
情
報
公
開
】 

 

《
請
求
件
数
》
０
件 

【
任
意
的
公
開
（簡
易
な
情
報
公
開
）】 

 

《
公
開
件
数
》
20
件 

 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に 

し
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ 

り
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
21
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
請
求
公
開
】
１
件
（公
開
件
数
１
件
） 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

    

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
５
月
25
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」 

「
子
ど
も
の
日
の
集
い
」
の
開
催 

 

【
父
島
】
こ
ど
も
ま
つ
り 

《
日
時
》
５
月
３
日
（月
）午
前
10
時
〜
正
午 

《
場
所
》
お
ま
つ
り
広
場 

※
雨
天
時 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】
子
ど
も
の
日
の
集
い 

 

《
日
時
》
５
月
１
日
（土
）午
前
10
時
〜
正
午 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

※
雨
天
時 

母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
13
日
（木
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
５
月
16
日
（日
）、
17
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま

た
は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
11
日
（火
）〜
16
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
の
公
表 

 

村
で
は
、
水
道
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
毎
事
業

年
度
の
開
始
前
に
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

安
心
な
水
を
提
供
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査
計
画

と
検
査
結
果
を
公
表
し
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
、
検
査
計
画
の
見
直
し
を
行 

 

い
、
よ
り
安
心
で
き
る
水
道
を
目
指
し
ま
す
。 

平
成
22
年
度
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
平
成
21
年

度
水
質
検
査
結
果
は
、
建
設
水
道
課
お
よ
び
母
島
支

所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

村
営
バ
ス 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
中
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
日
（
水
）
の 

間
、
休
日
ダ
イ
ヤ
運
行
に
加
え
て
、
次
の
便
を
増
便

し
て
運
行
し
ま
す
。 

○
午
前
８
時
15
分
「
村
役
場
」
発 
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○
午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

○
午
後
１
時
30
分
「
村
役
場
」
発
※ 

○
午
後
１
時
45
分
「
小
港
海
岸
」
発
※ 

※
印
に
つ
い
て
は
、
５
日
（水
）の
運
行
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

扇
浦
休
憩
所 

浄
化
槽
取
替
工
事 

 

工
事
期
間
中
は
、
扇
浦
休
憩
所
の
ト
イ
レ
の
使
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
浄
水
場
２
階
の
ト
イ

レ
を
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
放
い
た
し
ま

す
。 な

お
、
シ
ャ
ワ
ー
は
平
常
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
工
事
期
間
】
５
月
19
日
（水
）〜
28
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

  
  

２
―
３
１
１
４ 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（父
島
） 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
を
記
念
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、
村
民
が
気
楽
に
参
加
し
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
す
る
た
め
、
返
還
記
念
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
第
３
回
目
と
な

り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
、
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
、
ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
楽
し
い
交
流
を
い
た
し
ま
せ
ん
か
。 

 

な
お
、
参
加
チ
ー
ム
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て
技

術
講
習
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。 

【
対
象
者
】
１
チ
ー
ム
５
〜
７
名 

 

《
日
時
》
６
月
20
日
（日
）午
前
８
時
集
合 

 

《
実
施
場
所
》
奥
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
７ 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
４
月
６
日
〜
４
月
16
日 

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
会
議
出
席 

○
東
京
都
町
村
会
会
議
出
席 

○
航
路
改
善
に
関
す
る
打
合
せ
（国
交
省
・
都
） 

○
関
係
機
関
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  
小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
５
月
10
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

国
有
林
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
17
日
（月
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の

皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ
ス
）
を
受
け
て
い
る
方 

は
、
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

◎
東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト 

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
新
規
講
習
会
の
開
催 

 

平
成
22
年
度
の
東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
新
規
講
習
会
を
次
の
日
程
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
25
日
（火
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
申
込
期
間
】
５
月
６
日
（木
）〜
18
日
（火
） 

※
土
・
日
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

ま
で
（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
）の
間

に
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

【
新
規
講
習
の
資
格
要
件
】
生
態
系
保
護
地
域
の
利

用
講
習
（４
時
間
）を
修
了
し
て
い
る
方 

【
持
参
す
る
物
】
①
生
態
系
保
護
地
域
の
講
習
修
了

証
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（免
許
証
な
ど
）、
③
印
鑑 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

４
月
29
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の
間
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
安
全
推
進
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
海
へ

出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
天
候
の
急
変
に
注
意
し
、
最
新
の
気
象
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
行
動
や
無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
舶
の
出
航
前
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

事
故
等
の
発
生
、
ま
た
は
目
撃
を
し
ま
し
た
ら
海

上
保
安
署
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
新
し
く
な
り
ま
し
た 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
７
１
１
６ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番  

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
改
正 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率
が
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

変
更
後
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（変
更

前
に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利

率
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

 

２
―
２
１
２
２ 

 

東
京
都
職
員
（海
技
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
数
】
海
技 

１
名 

【
業
務
内
容
】 

漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
機
関
業
務
等 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー 

 

【
応
募
資
格
】 

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
40
歳

生
活
資
金 

住
宅
資
金 

商
工
業
資
金 

漁
業
資
金 

農
業
資
金 

資
金
名 

１
・
９
％ 

３
・
５
６
％ 

２
・
１
５
％ 

１
・
７
％ 

１
・
７
％ 

変
更
後
の
利
率 
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未
満
で
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る
方
、ま
た
は

当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
方 

【
申
込
締
切
】
５
月
21
日
（金
） 

※
詳
し
く
は
、
小
笠
原
支
庁
で
配
布
す
る
採
用
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
５
月
28
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

小
笠
原
高
校 

授
業
公
開 

 

【
期
間
】
５
月
10
日
（月
）
〜
14
日
（金
） 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分 

〜
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分
ま
で 

 

※
５
月
10
日
（月
）
の
１
学
年
は
校
内
で
の
授
業

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
５
月
14
日
（
金
）
は
保
護
者
会
の
た
め
午
後
２

時
20
分
終
了
で
す
。 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
切
り
替
え 

  

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
は
、
全
国
的
に
来
年
７
月
ま

で
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
、
小
笠
原
地
区
で
は
現
在
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波

に
よ
っ
て
配
信
さ
れ
て
い
る
放
送
は
、
本
年
６
月
末

を
も
っ
て
終
了
し
、
村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
（Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）

網
に
よ
る
配
信
に
移
行
し
ま
す
。 

各
ご
家
庭
、
事
業
所
の
受
信
機
器
（Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）

設
置
工
事
は
終
了
し
、
現
在
受
信
機
器
の
動
作
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
で
は
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
ほ
か
、
来
年
７
月
24
日
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
地
上
波
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
同
時
に
配
信
し
ま

す
の
で
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
当
分
の
間
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
】 

① 
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波
、
村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
介
し

て
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
小
笠
原
村

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
い
た
だ
き
、
利

用
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
に
切
り
替
え
後 

 

は
、
加
入
者
以
外
は
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

② 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
は
、
各
世
帯
、
各

事
業
所
ご
と
の
加
入
が
必
要
で
す
。
住
居
と
事

業
所
が
別
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
が
、
ま

た
ア
パ
ー
ト
な
ど
集
合
住
宅
の
場
合
も
各
世

帯
ご
と
の
加
入
が
必
要
で
す
。 

③ 

村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
へ
の
宅
内
の
切
り
替
え

工
事
は
、
各
自
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
本
年
１
月
１
日
現
在
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組

合
組
合
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
管
理
組
合
で
切

り
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
後
日
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 
 

【
地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
】 

 

① 

海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
地
上
波
テ
レ
ビ

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
完
全
移
行
ま
で
の

間
（来
年
夏
ご
ろ
ま
で
）は
、
「
地
デ
ジ
難
視
対 

                   

策
衛
星
放
送
」
を
利
用
し
て
の
配
信
と
な
り

ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
場

合
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
備
え

た
受
信
機
（
テ
レ
ビ
、
レ
コ
ー
ダ
ー
等
）が
必

要
に
な
り
ま
す
。
（地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
み

の
受
信
機
で
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
） 

 

② 

①
の
期
間
中
に
地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る 

 

た
め
に
は
、
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
を
通
じ
て

事
前
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
（
Ｄ
ｐ
ａ
）

へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

 

③ 

ご
家
庭
内
の
テ
レ
ビ
配
線
が
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
、
改
修
工
事
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
】 

① 

今
年
の
６
月
30
日
ま
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波
に
よ
る
視
聴
が
可
能
で
す
。 

② 

村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
網
に
切
り
替
え
後
も
、
来

年
７
月
24
日
ま
で
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視
聴

で
き
ま
す
。 

③ 

来
年
７
月
25
日
以
降
は
ア
ナ
ロ
グ
受
信
機 

                   

で
は
テ
レ
ビ
の
視
聴
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
受
信
機
（テ
レ 

ビ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
レ
コ
ー
ダ
ー
等
）
を
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

《
地
デ
ジ
放
送
、
地
デ
ジ
工
事
に
つ
い
て
》 

 
 
 
 
 
 

総
務
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

《
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
つ
い
て
》 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 

２
―
３
５
１
０ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（境
浦
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
清
掃
を

行
い
、
人
も
ウ
ミ
ガ
メ
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
砂

浜
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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【
日
時
】
５
月
16
日
（日
）午
前
６
時
集
合 

 
※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
Ｂ-

し
っ
ぷ
前 

 

※
境
浦
海
岸
ま
で
の
移
動
手
段
は
、
青
年
部
で
用

意
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
別
展 

 

◎
つ
な
が
る
生
き
も
の
展 

〜
外
来
種
と
固
有
種
を
考
え
る
〜 

【
期
間
】
４
月
29
日
（木
）〜
７
月
中
旬 

※
５
月
15
日
（土
）ま
で
は
毎
日
開
館
し
ま
す
。 

※
５
月
１
日
（
土
）
〜
４
日
（
火
）
は
午
後
９
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

参
加
者
募
集
（父
島
） 

 

【
日
時
】
５
月
30
日
（日
）午
前
９
時
30
分 

【
会
場
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（土
）〜
21
日
（金
） 

【
受
付
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

【
参
加
費
】 

無
料 

【
競
技
方
法
】 

○
８
ホ
ー
ル
４
ラ
ウ
ン
ド
（個
人
戦
） 

○
合
計
打
数
の
少
な
い
人
が
勝
ち
。 

 

※
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
は
社
協
で
用
意
し
ま
す
。 

※
競
技
運
営
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
７
回
「
南
十
字
へ
の
道
」 

 

き
ら
び
や
か
な
春
の
星
空
の
季
節
。
春
の
星
座
を

見
つ
け
よ
う
。
南
十
字
星
は
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
？ 

 

【
日
時
】
５
月
12
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
５
月
11
日
（火
） 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局
（国
立
天
文
台
内
） 

官
谷
幸
利 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

                    

                         

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
）の
移
転 

 

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
）は
、
５
月
１
日
新
施
設

（現
診
療
所
向
か
い
側
）へ
移
転
し
ま
し
た
。
新
施
設

で
の
運
用
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
一
般
診
療
開
始 

５
月
６
日
（木
）か
ら
診
療
を
開
始
し
ま
す
。 

【
医
科
】 

 

《
診
療
時
間
》 

平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午 

（水
曜
日
の
み
午
後
２
時
〜
５
時
） 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

（水
曜
日
の
み
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）  

【
歯
科
】 

《
診
療
日
お
よ
び
診
療
時
間
》
医
科
と
同
じ 

《
受
付
》
予
約
制 

 

◎
救
急
患
者
対
応 

今
ま
で
ど
お
り
夜
間
休
日
に
受
診
希
望
の
場
合 

は
、
１
１
９
番
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

５
月
１
日
以
降
、
救
急
患
者
の
対
応
は
新
施
設
で

行
い
ま
す
。 

 

◎
診
療
所
の
開
所
時
間
、
受
付
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す
。 

【
開
所
時
間
】 

 

《
変
更
前
》
午
前
８
時 

 

《
変
更
後
》
午
前
８
時
30
分 

【
受
付
方
法
】 

 

《
変
更
前
》
受
付
板
に
よ
る
受
付 

《
変
更
後
》
受
付
板
に
よ
る
受
付
を
廃
止
し
、 

 

問
診
票
に
よ
る
受
付 

※
施
設
開
錠
と
と
も
に
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
付

備
え
付
け
の
問
診
票
を
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
受
付
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

専
門
診
療 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
）

 
 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
13
日
（木
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

14
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

15
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

16
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

17
日
（月
）
午
前
・
午
後 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
20
日
（木
）
午
後
・
午
後 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

21
日
（金
）
午
前
・
午
後 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，９１０ (+340) １１，４６０ (+170) 
特 ２ 等 ３４，３６０ (+510) １７，１９０ (+260) 
１ 等 ４５，８２０ (+680) ２２，９１０ (+340) 
特 １ 等 ５２，９８０ (+790) ２６，５００ (+400) 
特 等 ５７，３４０ (+850) ２８，６８０ (+430) 
２等（学割） １８，３４０ (+280)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，４６０ (+170)  ５，７４０ (+90) 
村民割引 
（往復）２等 ３４，３７０ (+510) １７，２００ (+260) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，３５６ (＋152) 

２  等  品 １４，２９６ (＋142) 

３  等  品 １３，１５０ (＋130) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５３８ (＋15) 

０．０７５トン以下  １，１４５ (＋11) 

 

単位：円 

５月の燃料油価格変動調整金  

 ５月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，６４５ （+581） 

２  等  品 ８，１０４ （+544） 

３  等  品 ７，５６４ （+508） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８６６ （+58） 

０．０７５トン以下 ６５３ （+44） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２３０ (+450) ２，１２０ (+2３0) 

１ 等 ８，４７０ (+910) ４，２４０ (+460) 

村民割引 
（往復）２等 ５，５００ (+580) ２，７６０ (+300) 
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◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
27
日
（木
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
31
日
（月
） 

６
月
１
日
（火
）
、
３
日
（木
）、 

 
 
 
 
 
 
 

   
    

４

    
    

  

日
（金
） 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
） 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
婦
人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
共
通 

 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

複
合
施
設
見
学
会 

 

複
合
施
設
運
用
開
始
に
あ
た
り
、
施
設
見
学
会
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
見
学
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
４
日
（火
） 

 
 
 
 
 

午
前
の
部 

午
前
10
時
〜 

 
 
 
 
 

午
後
の
部 

午
後
４
時
〜 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

予
防
接
種
の
実
施 

 

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
、
中
学
１
年
生
、
高

校
３
年
生
の
お
子
様
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
通
知

い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３
年
生 

 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）混
合
》 

小
学
６
年
生
（父
島
の
み
） 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所
、
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
】 

《
父
島
》 

５
月
27
日
（木
）
（小
学
６
年
生
対
象) 

５
月
28
日
（金
）
（保
育
園
年
長
対
象) 

 
 
 

６
月
11
日
（金
） 

   
  

（中
学
１
年
生
、
高
校
３
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    

   

生
対
象) 

《
母
島
》
５
月
６
日
（木
）（
保
育
園
年
長
対
象) 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
13
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

 

【
日
時
】
５
月
12
日
（水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
会(

育
児
学
級
） 

 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し

ま
す
。 

【
対
象
者
】
や
ど
か
り
ク
ラ
ス 

※
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
14
日
（金
） 

午
前
10
時
〜
11
時 

（や
ど
か
り
ク
ラ
ス
の
み
） 

午
後
２
時
〜
３
時 

（
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
あ
れ
ば

参
加
可
能
で
す
） 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

※
午
後
の
部
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
13
日
（木
）午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
20
日
（木
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
０(

父
島
） 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
０
を
開
講
し
ま
す
。 

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
時
】
火
曜
日
と
木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
上
履
、
運
動
に
適
し
た
服
装 

【
内
容
】
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
整
え
る
運
動
を
中
心

に
健
康
に
役
立
つ
豆
知
識
や
脳
ト
レ
等
、
体
操

初
心
者
〜
中
級
者
向
け
の
内
容
で
す
。 

【
申
込
先
】
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は 

 
 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 
 

平
成
22
年
１
月
26
日
に
、
小
笠
原
諸
島
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
推
薦
書
が
日
本
政
府
か
ら

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（ユ
ネ
ス
コ
）に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
７
月
に
は
世
界
遺
産
委
員

会
の
諮
問
機
関
（Ⅰ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）の
審
査
官
を
迎
え
て

評
価
を
受
け
、
世
界
的
価
値
観
を
認
め
ら
れ
れ 

ば
、
平
成
23
年
７
月
の
世
界
遺
産
国
際
会
議
で
登

録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
自

然
景
観
」「
地
形
・
地
質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様

性
」
の
４
つ
の
基
準
の
う
ち
、
１
つ
以
上
に
合
致

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
小
笠
原
諸
島
は
、「
地
形
・

地
質
」
「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」
の
３
つ
に
合

致
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
生
物
多
様
性
っ
て
何
？ 

】 

と
こ
ろ
で
、
世
界
遺
産
登
録
の
基
準
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
生
物
多
様
性
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

平
成
16
年
の
環
境
省
の
調
査
で
は
、
生
物
多
様
性

の
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
わ
ず
か
10
％
で
し
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た
。
確
か
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
こ

と
ば
で
す
。 

○
地
球
に
は
、
森
林
、
海
、
川
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

環
境
が
あ
り
ま
す
。 

 

（生
態
系
の
多
様
性
） 

○
地
球
に
は
、
ほ
乳
類
、
植
物
、
微
生
物
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
ま
す
。
（種
の
多
様
性
） 

○
同
じ
カ
エ
ル
で
も
異
な
る
遺
伝
子
に
よ
っ
て
、

色
や
大
き
さ
が
違
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（遺
伝
子
の
多
様
性
） 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
種
類
や

生
息
環
境
が
存
在
す
る
こ
と
を
「
生
物
多
様
性
」

と
言
い
ま
す
。 

【
生
物
多
様
性
を
守
る
理
由
】 

 
 

い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
や
、
い
ろ
い
ろ
な
生
息
環

境
は
、
お
互
い
が
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
自
然
を
形

作
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
人
間
も
そ
の
自
然
の
な

か
の
一
員
で
す
。
こ
の
関
わ
り
の
ど
こ
か
を
傷
つ

け
る
こ
と
は
、
空
気
、
水
、
食
べ
物
、
木
材
な
ど
、

様
々
な
生
物
多
様
性
の
恵
み
の
な
か
で
生
き
て
い

る
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
生
物
多
様
性
を
守
る
こ
と 

 

は
、
私
た
ち
人
間
が
、
未
来
に
向
け
て
生
き
て
い

く
う
え
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
の
生
物
多
様
性
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
限
ら
れ
た
面
積
の
陸
域
に
多
く

の
生
物
が
生
息
・
生
育
し
、
そ
の
多
く
は
他
に
い

な
い
固
有
種
で
す
。
ま
た
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
や
ク
ロ
ア
シ
ア
ア
ホ
ウ
ド
リ
な
ど
世
界
的

に
重
要
と
さ
れ
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
が
生

息
し
て
お
り
、
北
西
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
不
可
欠
な
地
域
で
す
。 

 

小
笠
原
諸
島
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
健
全
な
状

態
で
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 ※
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ 

カ
ー
を
村
民
だ
よ
り
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。

紫
外
線
に
も
強
い
加
工
で
す
の
で
、
車
両
に
貼
る

な
ど
野
外
に
お
い
て
も
活
用
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

で
世
界
自
然
遺
産
に
向
け
て
の
登
録
推
進
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

船
舶
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
衝
突 

 

今
月
は
、「
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

の
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
か
ら

船
舶
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
衝
突
に
つ
い
て
、
特
集
い

た
し
ま
す
。 

４
月
11
日
、
西
島
の
南
東
約
１
km
の
海
域
で
船

舶
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（以
下
「
ザ
ト
ウ
」
）の
衝
突
が

発
生
し
ま
し
た
。
複
数
の
目
撃
情
報
と
ヒ
ア
リ
ン 

グ
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
個
体
照
合
作
業
の
結 

果
、
負
傷
個
体
は
今
年
生
ま
れ
の
子
ク
ジ
ラ
と
思
わ

れ
、
少
し
ず
つ
衰
弱
し
、
衝
突
の
１
時
間
45
分
後
に

は
確
認
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。 

船
舶
に
乗
船
し
て
い
た
方
々
に
怪
我
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
船
舶
は
シ
ャ
フ
ト
と
プ
ロ
ペ
ラ
の
一

部
が
損
傷
し
ま
し
た
。
乗
船
者
の
証
言
に
よ
れ 

 

ば
、「
周
囲
に
は
ザ
ト
ウ
を
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た 

が
、
航
行
中
に
突
然
船
に
大
き
な
衝
撃
を
感
じ
た
。
」

と
の
こ
と
で
す
。
ザ
ト
ウ
は
船
の
真
下
か
ら
浮
上
し

て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
今
年
３
月
に
父
島
お
よ
び
母
島
の
両

海
域
で
、
船
舶
と
の
接
触
に
よ
っ
て
で
き
た
と
考
え

ら
れ
る
傷
跡
を
持
つ
ザ
ト
ウ
（写
真
）が
目
撃
さ
れ
て

い
ま
す
。
船
舶
と
鯨
類
の
衝
突
は
国
内
外
を
問
わ
ず

世
界
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、
船
舶
を
所
有
す

る
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で
す
。
衝
突
し
た
場

合
、
鯨
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
人
や
船
舶
に
も
大
き

な
被
害
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
は
三
日
月
山
展
望
台
で
ザ
ト
ウ
の
定
点
観

測
調
査
を
毎
朝
実
施
し
て
い
ま
す
。
図
１
は
平
成
21

年
12
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
に
か
け
て
行
っ
た
調

査
で
確
認
さ
れ
た
ザ
ト
ウ
の
発
見
位
置
を
示
し
た
も

の
で
す
。
浅
海
域
（水
深
が
２
０
０
m
よ
り
浅
い
海

域
）
全
域
で
ザ
ト
ウ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
が
お
分

か
り
で
し
ょ
う
か
。 

一
見
、
船
舶
の
周
囲
に
鯨
類
が
見
え
な
く
て 

 

も
、
今
回
の
よ
う
に
突
然
鯨
類
が
海
面
に
浮
き
あ
が

っ
て
く

る
こ
と

も
考
え

ら
れ
ま

す
。
今

年
は
湾

内
に
も

１
度
な

ら
ず
ザ

ト
ウ
が

入
っ
て
来
て
い
ま
す
。
小
笠
原
で
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ

れ
る
12
月
〜
５
月
に
か
け
て
浅
海
域
を
航
行
す
る

際
、
常
に
ザ
ト
ウ
の
噴
気
（ブ
ロ
ー
）に
注
意
す
る
だ

け
で
な
く
、
航
行
速
度
を
遅
く
す
る
等
の
配
慮
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

皆
様
も
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
母
ク
ジ
ラ
の
経
歴 

 

先
日
、
船
舶
と
の
衝
突
の
あ
っ
た
ザ
ト
ウ
の
母
親

と
思
わ
れ
る
ザ
ト
ウ
の
尾
び
れ
と
背
び
れ
の
写
真
を

ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
写
真
を
も
と
に
、
過
去
の

デ
ー
タ
か
ら
尾
び
れ
の
模
様
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
こ
の
母
ザ
ト
ウ
の
個
体
識
別
番
号
と
経
歴
が

分
か
り
ま
し
た
。
識
別
番
号
は
０-

２
１
１
、
平
成
３

年
に
父
島
周
辺
で
初
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
計
９
回

調
査
中
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
に
は
硫

黄
島
で
、
平
成
８
年
に
は
母
島
で
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
３
回
の
出
産
経
験
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
お
母
さ
ん

で
し
た
。
背
び
れ
の
形
が
と
て
も
特
徴
的
で
、
台
形

型
を
し
て
い
る
た
め
と
て
も
見
分
け
や
す
い
ク
ジ
ラ

で
す
。 

 

衝
突
の
２
時
間
40
分
後
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
調
査

船
が
現
場
海
域
へ
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
親
子
ザ
ト
ウ

を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
西
島

周
辺
で
７
頭
群
の
ザ
ト
ウ
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の

ザ
ト
ウ
た
ち
を
個
体
識
別
す
る
た
め
に
、
尾
び
れ
の

写
真
を
撮
影
し
、
帰
港
後
に
写
真
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
中
に
０-

２
１
１
も
混
ざ
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
追

尾
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
０-

２
１
１
の
後
を
他
の
６

頭
が
付
い
て
い
く
よ
う
な
形
で
、
少
な
く
と
も
１
時

間
以
上
ず
っ
と
西
島
と
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

間
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
泳
ぐ
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
調
査
を
終
了
す
る
直
前
に
は
メ
イ
テ
ィ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（交
尾
集
団
）で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
水
面

に
激
し
く
頭
部
を
突
き
出
す
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ジ
な
ど
の

行
動
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
０-

２
１
１
以
外
の
６
頭

の
う
ち
、
３
頭
が
過
去
に
小
笠
原
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
１
頭
は
オ
ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。 

今
回
こ
の
調
査
中
に
０-

２
１
１
が
確
認
さ
れ
た

時
に
は
、
子
ク
ジ
ラ
を
連
れ
て
い
る
様
子
は
観
察
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

             

●
問
合
せ
先 

 

《
船
舶
と
ク
ジ
ラ
の
衝
突
に
つ
い
て
》 

 
 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

《
母
ク
ジ
ラ
の
経
歴
》 

 
 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ 

チ
ャ
ー
） 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net 

撮影：高田和宏  撮影協力：エスコート 

O-211の尾びれの模様（上） 

台形型をした背びれ（下） 

図１ ザトウの発見位置（黒丸） 
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

 

クジラ：新年度が始まって、張り切り過ぎたかなぁ～。最近、あまり眠れた感じがしなくて、 

疲れやすくなっているんだよね…。 
 

保健師：ちょっと息切れ状態かな。まずは休養と栄養をとることがとても大事ですよ。 

そして、一人で抱え込まずに我慢せず気軽に相談してくださいね。 
 

クジラ：じゃあ 5 月の連休は、好きな魚をいっぱい食べて、グータラしちゃおっかな。 
 

保健師：それでいいと思いますよ。リフレッシュもしてくださいね。 

ところで 4 月から新しい保健師が父島にやってきました。 
 

安 田：こんにちは、4 月から父島の保健師として赴任しました安田笑子（やすだ えみこ）です。

保健師 ６年間、山口と広島で看護師をしていました。保健師としては新人で何もかもが初めての   

経験になります。名前に負けないよう笑顔で臨みたいと思います。皆さんとお会いできる日

を楽しみにしています。よろしくお願いします。 
 

保健師・くじら：お気軽に声をかけてくださいね。よろしくお願い致します。 

からだの黄色信号 
 

・食欲が落ちている。 

・疲労感がとれない。 

・めまいや頭痛がある。 

・体がだるく、根気がなくなった。 
・体重が急激に増えたり、減ったりしている。 

こころの黄色信号 
 

・眠れない、イライラする。 

・仕事の能率が低下した。 

・考えがまとまりにくい。 

・気分が落ち込みがちであり、不安感が強い。
・タバコやお酒の量が増えている。 

だんだんと暑い季節になってきました。 

先月は新年度を迎え、新たな変わり目であり、進級進学や転勤などで新しい環境に変わった方も多いと思います。 

その後 1 ヶ月たちましたが、いかがお過ごしでしょうか？ 

ドキドキ・ワクワクしていた気持ちや緊張が、だんだんと疲れとなって出てくるころでしょうか。 
そろそろ、ご自身のこころとからだの体調チェックをしてみませんか？ 

ストレスを甘くみないで！ 

さてさて毎日元気で楽しく笑って過ごせればいいけど、残念ながらそんな日ばかりではありません。誰にでも 

しんどい時やイライラする時があり、日々暮らしの中でストレスを感じるのは当然のことです。 

とくに周囲の環境が変わることは、ストレスを持ちやすいものです。 

 ストレスは人間にとっては必要不可欠な生体反応で、それ自体は病気ではありません。しかし、ストレスの溜まった

状態が続けば私たちの心身はバランスを崩し、精神面だけでなく身体的にもトラブルを生じることがあります。 

ストレスが原因で起きる疾患 

・うつ病 ・不安障害 ・アルコール依存症 

 

早めに自覚することは、ストレスに押しつ

ぶされないためにも大切なことです。くれ

ぐれも無理をしてはいけません。いつもと

違う状態に気づいたら早めの対策を心が

けましょう。 

 

・生活リズムの乱れを見直す。 

・食生活を見直す。 

・質の良い睡眠を取る。 

・手軽にできるリラクゼーションを 

日課にする。 

・趣味やスポーツを楽しむ。 

 

ストレスが一切なくなれば良いの

かというと、そうではありません。 

適度なストレスは、気持ちに張りを

与えたり、モチベーションを向上させ

たり自律神経の安定に貢献する不可

欠な存在でもあるのです。 

ストレスが全くなくなると、免疫力

の低下、自律神経機能の異常などの症

状を引きおこすことも。 
 

誰でもストレスは感じるものです。自分は大丈夫だと考えて頑張り過ぎる

と、疲れてしまって心身に不調が出てきます。無理をし過ぎないで、自分

の心や体を大切にしながらほどほどに頑張ってください。 

からだの 

チェック 

こころの 

チェック 

ストレスに強い人と弱い人がいるの？ 

ストレスとうまく付き合うために… 
ストレスで疲れた心に気づいたら ストレスは悪なのか？ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２３ 号  ― 

 



子供の日の集い（母島） 父島動物巡回診療（～17）

ビーチクリーン（境浦海岸）

　　　入・出港日 高校図書館開放

高校図書館開放

母島森林生態系保護地域入林受付

こどもまつり（父島）

東平アカガシラカラスバト             

複合施設見学会  サンクチュアリー新規講習会申込締切

入港日

　　　入・出港日 扇浦休憩所 浄化槽取替工事開始（～28）

乳幼児計測会（母島）

小笠原村新診療所　診察開始（父島） 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～21）

麻しん風しん予防接種（母島 保育園年長児）

定期予防接種 東京都職員（海技）応募締切

グラウンドゴルフ大会申込締切

出港日

　　　入・出港日

高校図書館開放

高校図書館開放

軽自動車税減免申請申込締切

父島ノヤギ駆除

母島巡回労働相談 父島返還祭参加者応募締切

小笠原高校　授業公開（～14） 行政相談所の開設 （父島）

自衛官応募締切 父島ノヤギ駆除

東平アカガシラカラスバト    

野ネコ対策事業（～16）            サンクチュアリー新規講習会

ギャラクティック・キッズ応募締切

8 土

7 金

11 火

10 月

16 日

17 月

火18

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

25 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月
9 日

6 木

5 水

1 土

4 火

3 月

2 日

みどりの日

こどもの日

憲法記念日

入港日

入港日

村民意見・提案・相談受付 ２種混合予防接種（父島 小６児童）

ヘルスアップ教室（父島） 産科・婦人科専門診療（母島）

ギャラクティック・キッズ開催

電話による無料法律相談

父島動物巡回診療申込締切 麻しん風しん予防接種（父島 保育園年長児）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

ベビーマッサージ会（母島） 出港日

耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～17）

グラウンドゴルフ大会

硫黄島訪島事業参加者申込締切 高校図書館開放

ベビーマッサージ会（父島）

軽自動車税納付期限

出港日 産科・婦人科専門診療（父島 6/1,3,4）

12 水

14 金

15 土

13 木

31 月

30 日

27 木

26 水

29 土

28 金


